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⑦ その他
・水害時のJRの向こう（北側）への避難し経路を考える必要がある。(復)(道)(防)
・北に抜ける駒井田アンダーパスがあるが、今回水が溜まった。(復)(道)(防)
・賑わいや避難について、人吉駅、中心市街地等との繋がりも考えないといけない。
(復)(防)(市)
・モゾカステーションとの連携。(地)
・本協議会だけではなく、住民・事業者の意見も重要ではないか。(市)

④ 球磨川（賑わい拠点） 管理者：国土交通省
・球磨川まで繋ぐ参道として、「かわまちづくり」との連携は必須。（堤防のコ
ンクリート壁や樋門があるだけ。）(復)(市)
・階段の整備を要望したが安全面から断られた。(復)(市)
・公園を球磨川の方まで広げ、市民も観光客も集うことができ、ここに来て良
かったと思えるような場所になると良い。(復)(商)(市)
・ハードとソフトをセットで議論し、質の高い使い方をしてもらえると良い。
(復)(市)

③（仮称）中央公園
・水害時の一時避難場所にはならないのでは。(市)(都)(防)
・地震による災害も想定され、一時避難場所は必要ではないか。(市)(都)(防)
・地震時は青井阿蘇神社でいいのではないか。(市)(都)(防)
・周辺の施設等と連携した防災拠点ができないか。(市)(都)(防)
・ヘリポートが必要ではないか。(防)
・大型バスの駐車場・乗降場は、全体的に考えた方がよい。(市)

関係課一覧

（市）：市街地復興課 （道）：道路河川課

（都）：都市計画課 （下）：下水道課

（防）：防災課 （文）：文化課

（復）：復興支援課 （商）：商工観光課

（地）：地域コミュニティ課

② 区画道路（神社前市道） 管理者：道路河川課
・拡幅により生活利用者以外の方が通行するようになり、（青井阿蘇神社前
の）青井宝来線の交通も増えるのではないか。当道路は子供や観光客の歩行が
多い上、スピードを出す車両も多いため。その点考慮できないか。(道)

④ 賑わい拠点
・昔のおくんち祭りでは、御旅所を金刀比羅宮として御神輿を置いていた。(文)
・歴史や文化を感じていただくために、金刀比羅宮や石垣を活かした検討が必要。
(文)
・参勤交代で参道を通っていた。(文)
・参勤交代でお参りして、船で出た歴史がある。(文)(市)
・金刀比羅宮を参道の中央に置き、周りを歩くものよい。(文)(市)
・交流拠点施設と併せて駐車場の検討が必要。(商)(市)
・まちなかを回った上で、新たな公園を御旅所にするのも良い。(商)(市)
・おくんち祭の時の使い方、普段の使い方、普通の土日の使い方をそれぞれ考え
られると良い。(商)(市)
・観光客が喜ぶものがあり、経済効果につながることが大事。(商)(市)
・復興の途中段階も見ていただくことも必要。(復)(市)

⑤ 中溝雨水幹線（御溝川） 管理者：下水道課
・景観として水が流れている様子は見えていた方がよい。(市)
・蓋がある区間は風情がなくなった。(市)(下)
・蓋があると清掃しなくて済むため楽になる。(下)
・蓋が掛かっていると人が落ちたときに探せなくなる。(市)(下)
・御溝川は複雑に分かれているので、水系図があると議論しやすい。(市)(下)
・青井阿蘇神社周辺は水と親しむホタルが飛ぶような環境を望む。(市)(下)
・南側の方へ地形が下がっているため排水対策が必要。(下)

②-① 参道（区画道路） 管理者：道路河川課
・参道は車両も入るのか。(道)(市)
・制度上、歩行者専用道路として整備できるのか。(道)(市)
・ゆっくり歩きながら、風情を楽しめる参道が理想。(都)(道)(市)

① 国道４４５号 管理者：熊本県
・まちが便利になると通過交通が増える。(都)(道)(市)
・禊橋から参道への横断が難しくなる。(都)(道)(市)
・都市計画審議会でも横断が難しくなると意見があった。(都)
・歩行者が横断歩道に立っても車両が止まらない。(道)(地)
・信号機の検討も必要ではないか。(道)
・信号機の設置について県警と交渉してほしい。(道)(都)(市)
・広域的な道路ネットワークの観点も踏まえ検討してほしい。(都)(道)(市)
・住民は閑静な生活環境への配慮も必要。(都)(道)(市)
・５年計画を目途にスピード感を持ってやっていただきたい。(市)
・蓮池の南側が５ｍ拡がるとした場合、南側の人が了解しているのか。(都)(市)

⑥ 景観形成・無電柱化
・屋外広告物について、エリア内で目立つところがある。屋外広告物の規制のあり方
を検討し、市が地権者へ協力を仰ぐべき。（都）
・景観計画のエリアの切れ目になっており、緑の景観形成地域を準用するか区域を拡
大するなど、いいまちを作る議論ができるとよい。（都）
・青井阿蘇神社を中心としたにぎわいの部分と、古くから皆が静かに暮らしてきてい
る質の高い住宅地が共存し、補い合うのが理想。(都)(市)

黒字：これまでの意見
赤字：第２回委員会意見


